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１ 果樹農業の振興に関する方針 

（１）基本的考え方 

ア 趣 旨 

本計画は、果樹農業振興特別措置法（昭和 36 年法律 15 号）に基づき、今後の果樹

農業の振興の基本的な方向を示すものとして策定された国の「果樹農業振興基本方針」

に即して、本県果樹農業に関する県の施策を総合的かつ計画的に推進するために策定

するものである。 

また、この計画は、県政推進の羅針盤であり、令和７年３月に改定された「第４次

晴れの国おかやま生き活きプラン」及び儲かる産業としての農林水産業の確立を図る

ための施策についてまとめた「おかやま農林水産プラン」の下で、果樹農業の振興に

関連した施策の方向や具体的な目標を明示し、その推進を図るものであり、県、市町

村、農業団体及び生産組織等が密接に連携を図る中で、具体的かつ効果的な取組を展

開する。 

イ 基本的な考え方 

本県の果樹農業は、明治８(1875)年にもも、ぶどうの近代的な栽培が始まって以降、

中国山地から瀬戸内海まで多様で恵まれた自然条件と、先人がたゆまぬ努力により培

ってきた高度な栽培技術等により、高品質な果物を生産する産地として発展を続けて

いる。各地域ではもも、ピオーネ、シャインマスカットを核とした産地形成が図られ、

本県農業産出額に占める果樹の割合は、昭和 58(1983)年の 7.2％から平成 15(2003)年

には 11.9％と増加、さらに令和５(2023)年には 17.2％と年々増加し、本県農業におい

て重要な地位を占めており、「くだもの王国おかやま」として、国内外から高く評価さ

れる果物産地となっている。 

特に近年では、もも、ぶどうの大規模で効率的な産地育成による面積拡大や省力化

機械の導入支援など各種施策を展開してきた結果、漸減傾向であった栽培面積も増加

に転じたところである。しかし、本県果樹農業を取り巻く環境は、高齢化に伴う生産

者数の減少が進むほか、集中豪雨、極端な少雨や乾燥、高温など著しい気候変動、燃

油・肥料等資材費の高騰、運送業界の労働時間規制による物流への影響、また、鳥獣

害の増加、苗木の生産・供給体制の脆弱化など、懸念材料が増加しており、これらの

対策が喫緊の課題となっている。 

また、アジア地域を中心として需要が旺盛であることから供給力の強化を図る必要

がある一方で、輸出先では他国産との競合などが懸念されることから、引き続き高品

質な果物の供給により差別化を図っていく必要がある。 

さらに、果物の消費動向について、購入数量は減少傾向で推移している一方で、簡

便化・小口化等に加え、スイーツなど加工品のニーズが高まるなど、常に変化してい

る。 

こうした状況を踏まえ、「くだもの王国おかやま」のより多彩で個性豊かな発展を目

指すため、「うまいくだものづくり」を基本として、高品質かつ安定的な主要果樹の生

産対策や産地を支える担い手の確保・育成により、産地基盤を強化し、より一層の供

給力強化を図りつつ、国内外への積極的な販路拡大を進めていくことで、将来につな

がる攻めの果樹農業の振興を推進するものである。 
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（２）振興の方向 

ア 消費者ニーズに対応した果物生産の推進 

（ア）産地の規模拡大 

供給力の強化を図るため、担い手の確保・育成や新技術の研究開発等のハイブリ

ッド機能を持つ大規模な園芸産地づくりをはじめ、農地の区画整理や水田の畑地化

など生産基盤の整備、地域計画に基づく担い手への農地の集積・集約化を進める。 

（イ）生産性の向上 

高齢化による生産者数の減少が進む中、新たな担い手の確保に加え、１戸当たり

の経営規模の拡大を図る必要がある。一方、ももの収穫やぶどうの花穂管理など一

時期に作業が集中する品目特性が規模拡大を制限している。このため、品種や作型

を組み合わせた労働分散を図るとともに、環境制御装置、ロボット草刈機、桃のス

マート栽培管理支援システム等のスマート農業技術や省力化機械の導入、それらの

技術導入に対応した低樹高栽培など新たな栽培体系の開発と普及を進める。 

また、実需者ニーズを踏まえ、近年の気候変動に対応できる高品質で生産性の高

い、岡山ならではの特長ある新品種の育成を進める。これらの品種については、園

地での実証・評価検討を十分に行い、生産者や実需者からの評価を加味して推進方

針を定め、普及を図る。同時に、国内のみならず海外での育成者権及び商標権の取

得など知的財産の権利化を積極的に進め、岡山ブランドの保護を図る。 

さらに、栽培面積の拡大に不可欠な生産資材である苗木は、苗木生産者の減少に

より供給が不安定になっている。そこで、接ぎ木の方法や、夏季の過乾燥対策など

良質苗木の安定生産に向けた技術の普及を進めるとともに、果樹産地と苗木生産者

との連携を強化することで、需要に応じた計画的な苗木生産体制の構築を図る。 

（ウ）果物産地を脅かすリスクへの対応力強化 

ａ気候変動、自然災害への対応 

近年、気候変動により集中豪雨、極端な少雨や乾燥、高温など異常気象が頻発化

しており、ももの果肉障害・生理的落果や、ぶどうの着色不良、晩霜害等により品

質や収量の低下が生じるなど県産果物の安定供給を脅かす事態となっている。 

このため、気候変動に対応する技術や資材、高温耐性を有する品種の開発、普及

を図る。 

また、被害を最小限とするための備えとして、県農業気象技術連絡会議等による

気象情報の円滑な提供、関係機関による技術対策に基づく予防的対応と発生後の迅

速な対応、並びに農業保険（収入保険及び農業共済）の普及促進・利用拡大を進め

る。 

ｂ病害虫被害対策 

農薬の適正使用を徹底するとともに、岡山県病害虫防除所から提供される病害虫

発生予察情報等を活用し、適時適切な防除に努める。 

また、予防・予察に重点を置いた総合防除の実践等、人の健康に対するリスクと

環境への負荷の低減に取り組むことが重要であり、国とも連携した病害虫防除の推

進に加え、新技術等の開発・導入に努める。 
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さらに、近年、本県におけるモモ胴枯細菌病や、近隣府県における特定外来生物

であるクビアカツヤカミキリなど新たな病害虫の発生が確認されている。生産者や

生産組織自らが病害虫の発生に十分注意し、発生が疑われる場合には、速やかに岡

山県病害虫防除所等に相談するよう、関係機関・団体から生産者等への周知徹底に

努め、早期発見・早期防除を図る。 

ｃ鳥獣被害対策 

野生鳥獣による農林水産被害は、県内全域に広がっており、その金額は県全体で

約３億円と高止まりの状況にあるなど、農業者の生産意欲の減退を招いていること

から、被害防止対策の持続的かつ効果的な推進が必要となっている。 

このため、「鳥獣による農林水産業に係る被害防止のための特別措置に関する法律

（平成 19 年法律第 134 号）」に基づき策定した市町村被害防止計画の着実な実施に

向けた地域の取組への支援を行うことにより、被害の軽減を図る。 

イ 果物産地を支える担い手の確保・育成 

（ア）新規就農者の確保・育成 

2020 年農林業センサスによると、本県果樹の経営体については、平成 27 年（2015

年）からの５年間で約３割減少するとともに、60 歳以上の者が８割を越えており、

担い手の確保・育成が急務の課題となっている。 

このため、農業者の子弟に対して就農への動機付けを行うとともに、農業大学校

において実践的な技術習得教育を実施する。また、県内外での就農相談会やホーム

ページ等による情報発信の充実・強化により意欲的な新規参入者を募り、市町村や

農業団体等との緊密な連携のもと、スムーズな就農につながるよう地域ぐるみの受

入体制や農地中間管理事業を活用した研修ほ場の設置など就農環境を整備する。 

さらに、経営の安定化に向け、担い手育成の拠点施設である三徳園等を活用した

研修制度や、県、市町村、農業団体、生産組織等が一体となって、きめ細かなフォ

ローを行い、岡山ブランドを支える数々の技術の積極的な伝承を図る。 

（イ）大規模経営体の育成 

将来を担う力強い担い手の育成が図られるよう、地域計画に基づき、認定農業者

など担い手への農地の集積・集約化を図るとともに、省力化等に向けた施設整備、

制度資金活用、法人化等を支援し、収益性の高い経営体の育成を図る。 

また、企業の農業参入は面的にまとまった農地の活用や雇用の維持・創出等が期

待できることから、担い手の少ない地域を重点的に参入を支援する。 

併せて、課題となる労働力の確保について、地域の基幹産業としての果樹農業の

維持・発展を図る観点から、関係者が一体となって集出荷場の運営も含めた作業受

委託などの労働力確保に関するシステムの構築を進める。 

ウ マーケティングの強化とブランディングの推進 

（ア）首都圏等におけるブランド力強化 

本県が「くだもの王国おかやま」として、将来にわたって信頼され、選ばれ続け

るためには、高品質な果物の安定的かつ計画的な出荷が必須である。このため、供

給力強化はもとより、全県統一の出荷規格の遵守と市場の集約によるロットの確保、

市場等への出荷量に関する密な情報共有に努めるとともに、官民一体となった積極
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的なマーケティング活動を展開する。 

特に情報発信力の高い首都圏や近隣の大消費地である関西圏において、これまで

構築してきた市場等との信頼関係を一層強め、高い競争力を持つももやぶどうを中

心に県産果物の積極的なプロモーションを展開するととともに、メディアやＳＮＳ

等の多様な媒体を有効活用した国内外に通じるブランド力の強化を進める。 

（イ）海外でのブランド確立 

人口減少の進展等から国内市場の縮小が見込まれる中、県産果物の輸出拡大を進

めるため、重点市場の台湾、香港、シンガポールを中心に、現地事業者等と緊密に

連携し、ニーズに応じた販売促進活動やＳＮＳでの情報発信など効果的に展開し、

県産果物の需要拡大を図る。 

また、台湾等の輸出への障壁となる国内と異なる残留農薬基準値、選果こん包施

設登録の対応等について産地側の円滑な輸出に向けた取組を支援するとともに、輸

出先の国・地域ごとの輸出体制の構築を図る。 

あわせて、海外において育成者権や商標権を取得するなど知的財産の権利化を進

めるほか、偽装品など権利侵害への対応を行うことで、岡山ブランドの充実強化を

図っていく。 

（ウ）販売方法の多様化への対応 

近年の果物消費は、果実加工品の支出割合が増加しており、カットフルーツやフ

ルーツケーキなど、小口で食べやすく、さらにＳＮＳ等を意識した見た目にもこだ

わった果実加工品の需要や、国産ぶどうを原料とし、国内で製造された「日本ワイ

ン」の人気が高まっていることから、菓子やケーキなどスイーツ類、醸造原料等加

工需要について６次産業化も含めた取組を推進する。 

また、観光果樹園や農産物直売所、消費者への直売、レストラン等の飲食店需要

等、多様な販売にも対応できる、競争力のある産地づくりを進める。 

 

以上の基本方向に即して、次の振興施策を積極的に推進する。 

 

（３）果樹の種類別の振興方針 

果樹の種類 振 興 方 針 振 興 品 種  

も も くだもの王国おかやまを代表する果樹である岡山の

ももは、市場等から高いニーズがあるにも関わらず、供

給不安定が続いている。産地規模拡大や早生から晩生ま

でバランスの良い品種構成による長期安定出荷に向け

て、次に留意し推進する。 

・効率的な大規模経営に向けたスマート農業技術や低

樹高栽培等の導入支援 

・晩生品種等導入による労力分散と経営規模拡大 

・水田の畑地化等による、既存産地の拡大、新産地育成

の推進 

はなよめ 

日川白鳳 

加納岩白桃 

白鳳 

清水白桃 

おかやま夢白桃 

白麗 

ゴールデンピーチ 

白皇® 

白露® 
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 ・排水対策・土づくりの徹底及びかん水設備の充実 

・光センサー選果データの有効活用による有利販売と

生産へのフィードバック 

・市場等への出荷量に関する密な情報共有 

・高温乾燥、多雨、晩霜害等の気候変動に対応する技術

の積極的な導入 

・化学肥料、化学農薬低減技術の導入による環境に配慮

した生産振興 

 

 

ぶどう 

 

現在のくだもの王国おかやまを支える柱であるぶど

うは、国内外からの需要拡大により依然として供給不足

となっている。特に近年、全国的な黒色系ぶどうの著し

い減少で、本県産ピオーネ、オーロラブラックに対する

市場からの期待はますます高まっている。シャインマス

カットは、全国的に産地が増加する中、大粒で品質の高

い「岡山らしい」果実の出荷が求められている。 

ついては、産地の規模拡大による供給力強化と気候変

動に対応した生産安定対策等について、次に留意し推進

する。 

・振興品種、作型の組合せによる経営規模拡大 

・ハウス栽培、簡易被覆栽培を組み合わせた長期間の安

定出荷 

・大規模経営に向けた省力機械等導入支援、及び環境制

御装置などスマート農業の推進 

・水田の畑地化、既存産地の拡大、新たな生産団地の整

備、育成の推進 

・排水対策・土づくりの徹底及びかん水設備の充実 

・新品種の育成、省力化や気候変動に対応する新技術の

積極的な導入検討 

・輸出先各国、地域の規制への迅速かつ柔軟な対応 

 

１ 黒系ぶどう 

《ピオーネ》 

・着色不良、果肉軟化や脱粒への対策による高品質安定

生産 

・供給力強化に向けた新改植、施設化 

・植物成長調整剤等を用いた着色向上技術の普及 

《オーロラブラック》 

・脱粒や果肉軟化がしにくく輸送性が優れるなど品種 

ピオ－ネ 

シャインマスカッ

ト 

オーロラブラック 

マスカット・オブ・ 

アレキサンドリア 

瀬戸ジャイアンツ 

紫苑 

 

【補完品種】 

ナガノパープル 
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特性を生かした有利販売の推進 

・植物成長調整剤等を用いた着色向上技術の検討 

・早出し技術の普及や県下全域での栽培推進による長

期安定出荷体系の構築 

【補完品種】 

《ナガノパープル》 

・着色系品種の安定生産が難しい産地での適応性検討 

・適期収穫による食味の安定化及び裂果防止対策の検 

討 

２黄緑系ぶどう 

《シャインマスカット》 

・大粒で糖度が高い高品質な果実の安定生産 

・「晴王」規格の遵守やＧＩ取得による他県産との差別

化 

・冷蔵施設活用による供給期間の拡大 

・加温作型を中心とした食味の安定化 

《マスカット・オブ・アレキサンドリア》 

・技術継承による高品質生産の徹底 

・省力管理による醸造原料など加工仕向けへの安定供

給 

《瀬戸ジャイアンツ》 

・品質を重視した選果による高品質果実の安定供給 

３ 赤系ぶどう 

《紫苑》 

・冬ギフトなど需要期の安定生産 

 

な し 晩生の赤なしを中心に、既存産地の体質改善（地力増

強、土地基盤整備）と夏季の高温等、気候変動に対応し

た、高品質果実の生産を推進する。 

火傷病の発生を防ぐため輸入花粉に依存しない生産

体制を構築する。 

新高 

愛宕 

晴香® 

か き  土づくり、せん定、摘果等栽培管理の徹底や、春先の

低温等、気候変動に対応した高品質果実生産を推進する

とともに、中北部地域においては、干し柿等加工用需要

も視野に入れた振興品種の生産拡大を図る。 

富有 

太秋 

西条 

愛宕  
みかん   高品質安定生産に向け、計画的な新改植を始めとした

品種転換や、地力の維持増強等により、需要に応じた高

品質な果実生産と販売体制の強化を図る。 

宮川早生 

青島温州 

いちじく 株枯れ病耐性台木の導入による生産安定を図るとと

もに、高品質生産と販売体制の強化を図る。 

蓬莱柿 

桝井ドーフィン 
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く り 

 

県森林研究所が育成した品種（岡山１号、岡山３

号）について、中山間地域の複合経営の品目として、

計画的な新植による需要に応じた果実生産により産地

拡大を図る。 

岡山甘栗（岡山１

号、岡山３号） 

（注）振興品種 ：本県における主要品種 

    補完品種 ：生産技術的な課題が残っているが、経営の一部を担う実績、又は将来

性がある補完的な品種 

 

２ 果樹の栽培面積と生産の目標 

 
令和６（2024）年度 令和 12（2030）年度目標 

栽培面積（ha） 
栽培面積（ha） 

(現状対比(％)) 
生産量（t） 

も  も 678   685 (101) 5,400  

ぶ ど う 1,240   1,260 (102)  14,500   

な  し 52   40 （77） 700   

か  き 357   330 （92） 1,600   

み か ん 50   45 （90） 400   

いちじく 20   18 （90） 100   

く  り 31    52 (168)  42   

出典：農林水産省統計情報部及び岡山県調べ（令和６年度） 

（注）令和 12 年度の現状対比は令和６年度との対比 

（注）くりは岡山１号と岡山３号の数値 

 

３  その区域の自然的・経済的条件に応ずる近代的な果樹園経営の指標 

（１）栽培に適する自然的条件 

高品質果実の安定生産を推進するため、生産地の気温、降水量、晩霜及び降雹等の自

然的条件を十分勘案しつつ、導入する品目及び品種を十分検討する。 

本県における果樹植栽上の適地の一般基準を示すと次のとおりである。 

果樹の 

種 類 
品 種 

気温条件 

（平均気温） 

降水量条件 

（年間降水量） 

も も 

はなよめ、日川白鳳 

加納岩白桃、白鳳 

清水白桃 

おかやま夢白桃 

白麗、白皇®、白露® 

ゴールデンピーチ 

おおむね12℃以上の地帯 

 

おおむね1,300㎜以下の

地帯 
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ぶどう 

ピオーネ 

オーロラブラック 

シャインマスカット 

紫苑 

瀬戸ジャイアンツ 

ナガノパープル 

おおむね12℃以上の地帯 

 

紫苑は、10月の最低気 

温10℃以上が望ましい 

 

おおむね1,600㎜以下の

地帯  

ﾏｽｶｯﾄ･ｵﾌﾞ･ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｱ          おおむね14℃以上の地帯 施設栽培を前提とする 

な し 新高、愛宕、晴香® おおむね12℃以上の地帯 
４～９月の合計1,300㎜

以下の地帯 

か き 
富有、太秋 

西条、愛宕 

甘がきは、おおむね 

14.5℃以上の地帯 

渋がきは、おおむね 

11℃以上の地帯 

 

みかん 
宮川早生 

青島温州 

おおむね15℃以上の地帯 

冬季の最低気温が 

－５℃以上 

 

いちじく 
蓬莱柿 

桝井ドーフィン 

おおむね15℃以上の地帯 

冬季の最低気温が 

－６℃以上 

 

く り 岡山１号、岡山３号 
岡山３号については、 

おおむね12℃以上 
 

 

 

（２）近代的な果樹園経営の指標 

ア 目標とすべき 10a 当たりの生産量、労働時間 

果樹の 

種 類 
品 種 名 作 型 

生産量 

（kg） 

10a 当たり 

労働時間（時間） 

も も 

加納岩白桃 露  地 1,920  310  

白鳳 露  地 2,160  311  

清水白桃 露  地 2,030  321  

おかやま夢白桃 露  地 2,560  318  

白皇® 露  地 1,885  313  

ゴールデンピーチ 露  地 2,400  313  

ぶどう 

ピオーネ 

簡易被覆 1,800  337  

２月加温 1,800  407  

無 加 温 1,800  388  

オーロラブラック 簡易被覆 1,800  339  

シャインマスカット 簡易被覆 2,100  426  
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２月加温 2,100  497  

無 加 温 2,100  474  

瀬戸ジャイアンツ 簡易被覆 2,100  419  

マスカット･オブ･ 

アレキサンドリア 

12 月加温 2,100  656  

２月加温 2,100  648  

無 加 温 2,100  587  

紫苑  無 加 温 2,100  509  

な し 
新高 露  地 3,000  405  

愛宕 露  地 3,000  405  

か き 西条 露  地 2,000  168  

みかん 早生温州 露  地 3,000  204  

いちじく 
蓬莱柿 露  地 2,300  302  

桝井ドーフィン 露  地 2,500  341  

く り 
岡山 1号 露  地 200   46   

岡山３号 露  地 150   46 

       ※ナガノパープルはピオーネに準ずる。 

 

イ 効率的かつ安定的な果樹園経営の営農類型 

【基本的指標の前提条件】 

①主たる従事者１人当たりの年間労働時間は 1,800 時間程度、所得目標は、お

おむね 500 万円とする。 

②経営管理の方法は、複式簿記と青色申告を基本とする。 

③農業労働力が不足する場合は、家族労働や雇用により補うこととし、家族経営

協定の締結と休日制、月給制に取り組む。 

 

営農類型 適応地域 経営規模 条 件 等 

も も 岡山平野 

吉備高原 

津山盆地 

＜作付面積＞ 

加納岩白桃   20a 

白鳳       20a 

清水白桃      20a 

おかやま夢白桃20a 

白皇     10a 

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾋﾟｰﾁ  10a 

＜経営面積＞   

樹園地       100a 

・品種を組み合わせ、作業分散と規模拡大

を図る。 

・機械化により労働生産性を高める。 
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ぶどう 岡山平野 

吉備高原 

津山盆地 

(中国山地) 

＜作付面積＞ 

ﾋﾟｵｰﾈ2月加温 20a 

ﾋﾟｵｰﾈ無加温 20a 

ﾋﾟｵｰﾈ簡易被覆30a 

ｼｬｲﾝ 簡易被覆20a 

・労働の分散を図るため、作型を組み合わ

せ、安定生産を図る。 

・機械化により防除の省力化を図る。 

・５kgコンテナ箱中心の出荷体系により低

コスト化、省力化を図る。 

・結果過多を避け、高品質安定生産を図る。 ＜作付面積＞ 

ﾋﾟｵｰﾈ2月加温 20a 

ﾋﾟｵｰﾈ無加温 20a 

ｵｰﾛﾗ 簡易被覆30a 

ｼｬｲﾝ 簡易被覆20a 

＜作付面積＞ 

ｼｬｲﾝ 2月加温 20a 

ﾋﾟｵｰﾈ無加温  20a 

ﾋﾟｵｰﾈ簡易被覆30a 

ｼｬｲﾝ 簡易被覆20a  
＜各ﾓﾃﾞﾙ経営面積＞ 

樹園地     90a  

岡山平野 

(吉備高原) 

＜作付面積＞ 

ｱﾚｷ 2月加温  20a 

ｼｬｲﾝ無加温  20a 

紫苑無加温  20a 

＜経営面積＞ 

樹園地       60a 

・労働分散を図るため、加温と無加温を組

み合わせる。 

・保温効果の高い資材の利用など省エネ対

策を図る。 

・自動換気装置など管理作業の省力化を図

る。 

・結果過多を避け、高品質安定生産を図る。 

 

 

４ 土地改良その他生産基盤の整備に関する事項   

果樹の近代的な大規模経営の確立を目指し、畑地かんがい施設、暗渠排水を中心とした

排水施設、園内作業道の整備、並びに緩傾斜化など園地改造等生産基盤の整備を図る。整

備に当たっては、土地改良その他生産基盤の整備に関する関係機関が一体となって取り組

み、整備を契機とした園地集積による、担い手の経営規模拡大や生産性の高い団地の育成

を進める。 

一方で、小面積、かつ急傾斜で、農道からの接続が悪い等作業条件が厳しい園地に関し

ては、関係機関等において協議し、無理な維持を進めないことも検討に入れることとする。 

 

５ 集荷又は販売の共同化、流通の合理化に関する事項 

（１）選果体制の充実・出荷規格の改善等 

本県の果物は、ギフト利用等高単価で取引されることが多い一方で、量販店、海外輸

出など、様々なニーズに対応していく必要がある。そのため、販売先に応じた出荷規格、
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並びにそれを目指した生産体制を構築する必要がある。 

もも、ぶどう等の主要果実については、出荷団体（全農岡山県本部）が策定した全県

統一の出荷規格に基づいて、非破壊糖度選別機、色彩選別機等による品質管理の高度化

や見える化が進むとともに、選果のバラつきをなくすため選果員等を対象とした研修が

行われている。 

今後とも、これを充実強化することで、岡山ブランドの高位平準化を図る。また、近

年の消費者ニーズや販売環境の変化に対応する必要がある際には、出荷規格の見直しを

迅速かつ柔軟に行う。 

出荷資材の規格や材質については、商品の劣化を起こさないことを大前提に、環境に

配慮し、かつ経費削減可能な資材の導入を検討するものとする。 

（２）集出荷・流通の合理化の推進  

選果場やトラックドライバーの労働力不足等に起因する流通の脆弱化は輸送費の高

騰となって現れ、生産者の所得向上を阻害する要因となっている。 

こうした流通・販売形態の変化の中で、本県の果物を積載効率良く安定供給するため、

既存の集出荷場の再編集約による労働軽減と合理化を推進し、流通の円滑化とコストの

削減を図る。 

 

 

 選果施設の再編集約・合理化 

区 分 
令和６年度 令和 12 年度 

施設数 年間処理量（t） 施設数 年間処理量（t） 

も  も 16  1,485      10  2,000      

ぶ ど う 41  6,218      29  7,000      

な  し 14  83      11  100      

か  き 9  117      8  120      

み か ん 2  18      1  20      

いちじく 4  30      3  40      

く  り 1  9      1 27      

※非破壊糖度選果機導入施設：もも（８）、なし（１） 

※色彩選別カメラ導入施設：ぶどう（４） 

※くりは岡山１号と岡山３号の数値 

 

 

６ 加工の合理化に関する事項 

（１）加工原料用果物の生産及び取引 

本県のもも、ぶどうを中心とした加工用果実の需要は増加しているものの、需給のバ

ランスが不安定な状況にある。このため、加工原料用果実の生産及び取引に当たっては、

農業団体、生産組織等と実需者が連携・調整を図り、安定的な取引に努める。 

また、加工原料用果実については、菓子、シロップ漬け、醸造原料等の各需要に応じ
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た規格の果実が求められることから、省力的生産技術等により出荷ロットの確保に努め、

需要に対応できる生産体制の強化、構築を図る。 

（２）多様なニーズに対応した果物の加工 

６次産業化や農商工連携の視点も踏まえ、果実の機能性や地域の特色により差別化が

図れるような新たな商品開発の推進や、スイーツ、菓子等多様なニーズへの加工取引を

促進する。 

 

７ その他必要な事項 

（１）品質改善、生産指導体制の整備 

県及び農業団体で構成する岡山県うまいくだものづくり推進本部、地域リーダーの自

主的な活動組織である岡山県果樹研究会、県農業普及指導センター等の活動を中心に品

質改善等に関する産地での諸課題に対して、きめ細やかな対応を行い、効果的な果樹振

興の発展を図っていく。 

（２）食の安全・消費者の信頼向上 

農作物の安全性確保と生産工程における労働の安全、環境負荷への低減の観点から、

農業生産活動の各工程において危害を及ぼす要因を点検項目として定め、これに沿って

点検、記録、評価を繰り返し行う、農業生産工程管理（ＧＡＰ）の取組の拡大と充実を

図り、農業生産工程における危害を未然に防止するとともに、消費者からの信頼を高め

る。 

（３）環境負荷低減対策の推進 

岡山県持続性の高い農業生産方式の導入に関する指針に基づき、たい肥等有機物の適

正施用による土づくりを基本に、化学肥料低減技術の導入と土壌診断に基づく適正かつ

効果的な施肥及びフェロモン剤利用等による化学農薬低減技術を進めるとともに、加温

施設の導入に当たっては、生産効率、二酸化炭素排出量等を検討し、生産性の向上と環

境負荷の低減を調和させた持続可能な農業を推進する。 
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２ 岡山県地域区分図 

 
      項 目 

 地 域 
自然条件（地形、標高、気象） 

岡 山 平 野 

（南 部 地 域） 

（１）地形：平坦地 

（２）標高：100ｍ以下（下位） 

（３）気候：温暖・乾燥 

吉 備 高 原 

（中 部 地 域） 

（１）地形：丘陵・台地 

（２）標高：200～500ｍ（中位） 

（３）気候：中温・中湿、一部寒冷・中湿 

津 山 盆 地 

（中北部地域） 

（１）地形：平坦地 

（２）標高：100～250ｍ 

（３）気候：中湿・中冷 

中 国 山 地 

（北 部 地 域） 

（１）地形：高原・山麓 

（２）標高：250～700ｍ 

（３）気候：中温・寒冷、中湿～湿潤 
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上長田 11.5 

千屋 11.0 

久世 13.8 

奈義 13.4 

今岡 13.3 

津山 14.0 

和気 14.2 

福渡 14.0 

虫明 15.1 岡山 15.8 

玉野 16.1 

日応寺 14.4 

倉敷 15.8 

新見 12.4 

高梁 14.5 

笠岡 15.7 

上長田 2,126 

千屋1,784 

久世1,457 

奈義1,511 

今岡 1,620 

津山1,416 

和気1,208 

福渡1,250 

虫明1,151 

岡山1,143 

玉野1,039 

日応寺 1,228 

倉敷1,042 

新見1,361 

高梁1,230 

笠岡1,055 

３ 気象条件 

（１）年平均気温（℃） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
    

 
 

 

 

（２）年降水量（mm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

※平年値（1991～2020） 

※平年値（1991～2020） 
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上長田 1,334 

千屋1,243 

久世1,104 

奈義1,146 

今岡 1,203 

津山1,088 

和気 938 

福渡 970 

虫明 891 岡山 884 

玉野 794 

日応寺 953 

倉敷 796 

新見1,041 

高梁 952 

笠岡 814 

上長田 1,446 

千屋1,534 

久世1,723 

奈義1,738 

今岡 1,833 

津山1,779 

和気2,052 
福渡1,962 

虫明2,060 岡山2,034 

玉野2,187 

倉敷2,001 

新見1,791 

高梁1,831 

笠岡2,111 

（３）生育期（４～１０月） 

降水量（mm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

（４）日照時間（時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

※平年値（1991～2020） 

※平年値（1991～2020） 
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４ 振興品種の特性と適応性 

（１）振興品種の果実、栽培等特性 

ア もも 

品種名 

果実の特性 栽培、生産特性 その他の特記事項 

果実重 

(ｇ) 

果皮

色 

糖度 

(°Brix) 
肉質 

熟期 

(月旬) 
樹勢 樹姿 花粉 

生理的 

落果 

核割

れ 
 

はなよめ 
180～

230  

乳白 

紅多 
11～13 軟密 6 中下 中 中 有 微 少  

日川白鳳 
200～

250 

乳白 

紅多 
11～13 軟中 ７上 中 

やや開帳 

～中  
有 微 多 

年によってしべ咲きが多く

発生する 

加納岩 

白桃  

220～

270 

乳白 

紅多 
12～14 軟密 7 上中 中 中 有 少 少 

年によって裂皮、裂果が発生

する 

白鳳 
230～

280 

乳白 

紅中 
12～14 軟密 7 中下 中 中 有 少～中 

少 

～中 

 

  

清水白桃 
270～ 

350 

乳白 

紅微 
12～14 軟密 

7 下 

～8上 
強 

中～ 

やや直立 
有 中～多 

中 

～多 
 

おかやま

夢白桃 

320～

370 

乳白 

紅中 
13～15 

軟 

軟密 
8 上中 中 

やや開張 

～中 
無 少 少 

年によって裂皮、裂果が発生

する 

白麗 
280～

330 

乳白 

紅少 
14～16 軟密 8 上中 強 中 有 多 少 

果梗内亀裂小果が発生しや

すい 

白皇® 
300～

350 

乳白 

紅微 
14～16 

密 

中密 
8 中下  強 

やや開張

～ 

やや直立 

有 少 微 

開花期が早い 

裂皮、裂果、果梗内亀裂小果

が発生しやすい 

白露® 
350～

450 

白 

紅少 
12～14 

軟 

やや密 

8 下 

～9上 
強 

やや直立 

～ 

直立 

有 微 無 

結実率が低い 

秀品率が高い 

果皮の緑色が退色しにくい 

酸味がやや強い 

ゴールデ

ンピーチ 

270～

320  

黄 

紅少

～多 

12～13 
中密～

やや粗  
9 上中 強 

中～ 

やや直立 
有 微 微 系統により特性が異なる 

 

イ ぶどう 

品種名 

生産目標・品種特性 
熟期 

(月旬) 
樹勢 その他の特記事項 果房重 

(g) 

果粒重 

(g) 

果皮色 

(CC※1) 

糖度 

(°Brix) 

収量

(t/10a) 

ピオーネ 500～600 15～18 
紫黒 

(8 以上) 
17 以上 

1.5 

～1.8 

8 下 

～9下  
強 高温下で着色不良となりやすい。 

シャイン 

マスカット 
700～750 15 以上 黄緑 18 以上 

2.1 

～2.3 

9 上 

～10 下 
強 若木時は果粒肥大が劣る傾向にある 

オーロラ 

ブラック 
500～600 15～18  

紫黒 

(8 以上) 
17 以上 

1.5 

～1.8 

8 中 

～9中  
中 

脱粒しにくく輸送性に優れる 

樹勢がやや弱い 

ﾏｽｶｯﾄ･ｵﾌﾞ･ 

ｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｱ 
600～700 11 以上 黄緑 17 以上 2.1 

9 中 

～10 下 
強 病害に弱いので施設栽培を行う  

瀬戸ジャイ

アンツ 
650～700 15 以上 黄緑 16 以上 

2.1 

～2.3 

9 中 

～10 上 
強  

紫苑 600～800 13 以上 紫紅 18 以上 2.1 
10 中 

～11 中 
強 病害に弱いので施設栽培を行う  

ナガノ 

パープル※２ 
600 15 以上 

紫黒 

(9 以上) 
18 以上 

1.5 

～1.8 
8 中 

～9上 
強 着色が先行するため早どりに注意する 

※1 CC：カラーチャート示度 

※2 ナガノパープルはについては適応性を検討中のため、暫定値である 

 

ウ なし 

品種名 

果実の特性 栽培、生産特性 

果形 
果実重 

(g) 

糖度 

(°Brix) 
肉質 果皮色 

熟期 

(月旬) 

収量 

(t/10a) 
樹勢 

短果枝

着生 

えき花

芽着生 
花粉 その他の特記事項 

晴香® 円 
500～  

700 
13 上 赤褐 9 上中 3～4 中 多 中 少 

収穫前落果対策として

落果防止剤処理を行う 

新高 円 
700～

1,000 
13 上 赤褐 

9 下 

～10下 
3～4 強 多 中 少 

夏秋季の高温による 

成熟期前進に注意する 

愛宕 扁円 
800～

1,200 
13 中上 赤褐 

11 上

～下 
3～4 弱 多 中 少 

夏秋季の高温による 

成熟期前進に注意する 
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エ かき 

品種名 

果実の特性 栽培、生産特性 

果実重 

(g) 
果皮色 

熟期 

(月旬) 
甘渋性 

糖度 

(°Brix) 

へた

すき 

果頂 

裂果 
果形 その他 収量 

樹勢 

(樹姿) 

雄花 

着生 

西条 150 緑橙黄 10 下 完全渋 18 無 無 長円形 
汚損果の発生が多い 

果頂部が軟化しやすい 
多 

強 

(直) 
無 

太秋 380 銅橙 11 上 完全甘 17 少 少 扁円形 条紋発生多い 中 
中 

(中) 
多 

富有 270 紅橙 11中下 完全甘 16 少 無 扁円形  多 
強 

(開張) 
無 

愛宕 260 橙 12 上 完全渋 16 少 無 
くさび

形 
 多 

強 

(直) 
無 

 

オ みかん 

品種名 

果実の特性 栽培、生産特性 

果実重 

(g) 
果皮色 

熟期 

(月旬) 

糖度 

(°Brix) 
収量 樹勢 樹姿 その他特記事項 

宮川早生 100 橙 11 上～下 10～12 多 強 やや直立 隔年結果性が低く栽培しやすい 

青島温州 130 橙 12 上中 12～13 多 強 やや直立 
果皮の着色が果肉の成熟より遅れること

がある 

 

カ いちじく 

品種名 

果実の特性 栽培、生産特性 その他特記事項 

果実重 

(g) 

熟期 

(月旬) 
果形 

糖度 

(°Brix) 
果皮色 裂果 収量 

樹勢 

(樹姿) 
耐寒性  

桝井ドー

フィン 

70 

～120 

8 中 

～10 下 

長卵 

～短卵 
14～16 紫褐 少 多 

中 

(開張) 
弱 省力的な一文字整枝に適する 

蓬莱柿 60～70 
8 下 

～10 下 

短卵 

～円 
16～17 赤紫 中 多 

強 

(直立) 
強 果頂部が裂開しやすい 

 

 

キ くり 

品種名 

果実の特性 栽培、生産特性 

果実重 

(g) 
果皮色 

熟期 

(月旬) 

糖度 

(°Brix) 
収量 樹勢 樹姿 その他特記事項 

岡山 1 号 16.0 赤褐色 10 上～中 28.7 200kg 強 直立 
ニホングリと 30ｍ以上離し、交配させな

い（キセニア現象回避） 

受粉樹にはチュウゴクグリ品種を用い、

全体の 30％程度混植すること（他家受

粉） 

岡山 3 号 5.8 褐色 10 中～下 35.2 150kg 中 直立 

 

 

 

（２）振興品種の地域・土壌適応性 

樹種 

品種名 

適応地域 

土壌適応性 その他特記事項 岡山

平野 

吉備

高原 

津山

盆地 

中国

山地 

も も 〇 〇 〇 - 
排水良好な砂壌土又は壌土

で平坦地または緩傾斜地 

年平均気温 12℃以上、年間降水量 1,300

㎜以下の地域に適する  

ぶ 

 

ど 

 

う 

ピオーネ 

オーロラブラック 

ナガノパープル 

○ 〇 〇 〇 
排水良好な壌土で平坦地又

は緩傾斜地 

年平均気温 12℃以上の地域に適する 

中国山地での加温、無加温栽培は適さない 

（ナガノパープルは適応性を検討中） 

シャインマスカット 

瀬戸ジャイアンツ 

紫苑 

○ 〇 〇 - 
排水良好な壌土で平坦地又

は緩傾斜地 

成熟期に日照量が少なく気温が低下する地

域では成熟が遅れることがある 

マスカット・オブ・

アレキサンドリア 
○ 〇 - - 

排水良好な砂質～埴壌土で

地下水位の安定している平

坦地 

加温栽培は岡山平野が適する 
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な し ○ ○ ○ - 
排水良好な土層の深い壌土 

で平坦地又は緩傾斜地 
年平均気温 12℃以上の地域に適する 

か

き 

太秋、富有 ○ - - - 
排水良好な土層の深い壌土 

で平坦地又は緩傾斜地 

年平均気温 4.5℃以上で９、10 月が温暖な

地域に適する 

西条、愛宕 ○ ○ ○ - 
排水良好な土層の深い壌土 

で平坦地又は緩傾斜地 
年平均気温 10℃以上の地域に適する 

みかん ○ - - - 

排水良好な土層の深い砂壌

土で、平坦地又は南向きの

緩傾斜地 

最低気温-５℃以上の温暖で日照量が多い

地域に適する 

い

ち

じ

く 

桝井ドーフィン ○ - - - 
保水性、排水性の良好な壌

土で畑地又は水田転換畑  

耐寒性が低い 

１月の平均気温が３℃以上の温暖な地域に

適する 

蓬莱柿 ○ ○ - - 
保水性、排水性の良好な壌

土で畑地又は水田転換畑  

耐寒性が高い-６℃以下に低下する地域に

は適さない  

く

り 
岡山 1 号、岡山 3 号 ○ ○ ○ ○ 排水良好な土層の深い壌土 

風当たりの強い場所を避ける 

水田跡地では幅２ｍ以上、高さ 80ｃｍ以上

の畝を立てることで栽培可 
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